
７月９日午後、３人(高教

組、全教、県職)が宣伝カー

に乗り込み、長浜市内を「県

は長浜の提言を受け止めて再

編原案を白紙に戻せ」の宣伝

テープを流して回りました。

近所にチラシを配布しながら、

所々でスポット演説を行いま

した。

夕方の長浜駅前行動には、

20人(高教組10、全教１、県職２、母連３、湖北の会４)が参加し、「長浜

北高と長浜北星の定時制を廃止にするな」と訴えました。駅のエスカレー

タ下のジャンボポスターの前では、高校生など多くの人がビラを受け取り

関心の高さを示しました。

チラシを受け取った長浜北高校の２

年生は「悲しいです。100年以上の歴史

のある学校をなくさないで」と。西浅

井から通う３年生は「湖北が好きで、

将来も住み続けたいと思っています。

母校をなくさないでほしい」と話して

いました。

「湖北の会」は、15日に計画している「第５回湖北の高校を守るつどい」

の成功に向けて「大車輪」です。この集会は、長浜市の「再編手続きに関

する提言」を受けた新たなたたかいの出発になります。いよいよ、３年目

の山場のたたかいのスタートです。ここでの正否が、統廃合計画全体の動

向を左右します。全県からもこぞって参加しましょう。

「７／１５ 湖北のつどい」 に向けて大車輪 全県から参加を！

７/９湖北行動 駅前で20人がチラシの配布

(掲示・増し刷り・回覧などで全教職員にお知らせください)
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３年目のたたかい山場 統廃合計画全体に影響
「７・１５湖北のつどい」に全県から参加を！

長浜駅 北高生「母校をなくさないで」


